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回帰と相関　Regression and Correlation－二つの変数の関係を分析する－

◆記号一覧◆

μ（みゅー）:母集団の平均; σ（しぐま）:母集団の標準偏差; Σ（しぐま）:総計
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:標本の平均;　s: 標本の標準偏差;　n: 標本数;  N: 母集団の規模; e: 誤差;

E(Y):または
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; Yの期待値; s.e.:平均の標準誤差; 
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:決定係数;
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:重相関係数

A.　線形単回帰

1. ２変数 two variablesの関係を視覚的に確認するためにはまず散布図 scatterplotを書いて見る

2. 散布図を書いてみて、線形linear な関係、つまりY＝α＋βXという式で表されそうな関係が読み取れた場合、X（独立変数）で、Y（従属/被説明変数）を予測することが

できる。このためのテクニックが、線形回帰linear regressionであり、独立変数１つで説明するものを単回帰といい、複数の独立変数を使って予測するものを重回帰と呼ぶ。

αが切片intercept（X=０のとき回帰直線がY軸を横切る値）、βが傾きslopeである。

３．単回帰は、
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（予測値）＝α＋βX＋e（誤差）という式で表される。この場合､

e=Y（実測値）－
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（予測値）だが、実測値と予測値の差の総和が最小になるように、つまり
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を最小にするようなαとβの値をとる回帰直線を想定する方法を最小二乗法ordinary least square (OLS)という。この場合､

β＝Σ（
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で計算される。
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例題１　ハイウエイ・パトロールカーの台数と平均速度の関係
	パトロールカーの台数（X）
	平均速度（Y）

	３

１

４

５

７
	64

71

61

58

56


パトロールカーの台数と平均速度の関係の回帰式を書きなさい。答　
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＝72.2-2.55X
B.　決定係数

Yの全分散のうち、Xによって「決定される（説明される/予測される）」割合を示すものを

決定係数coefficient of determinationと呼ぶ。決定係数の平方根を相関係数（正式にはピアソンの積率相関係数）と呼ぶ。決定係数は、
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相関係数の場合は正、負の記号をつけて、共変動の方向を示す。誤差が０の場合､
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＝１となり、逆に全分散が誤差と等しい場合、
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全平方和　＝　回帰平方和　＋　誤差平方和

⇒　回帰平方和＝　全平方和　－　誤差平方和　①

　　決定係数　＝　全平方和　－　誤差平方和　②

　　　　　　　　　　　　全平方和

1 と②から　決定係数＝回帰平方和
　　　　　　　　　　　　全平方和

つまり
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が成り立つ。

例題２　例題１の事例の決定係数を計算しなさい。答　
[image: image51.wmf]2

r

＝130.2 / 138 ＝ 0.94

C. 線形単回帰の前提

1 誤差は平均値０の正規分布をしている。

2 誤差項　error termの分散はXの値の大小に関わらず、定数constant である。

3 誤差は互いに独立している。

4 独立変数も従属変数も間隔尺度である（名義尺度や順序尺度ではない）。

名義尺度に関してはダミー変数というテクニックがあるが、重回帰の時に解説する。

D. 社会分析と回帰・相関分析

1 社会科学では誤差項の説明が大事である。例えば投票率と人種に関する回帰式を作り､黒人の大統領選挙における投票率は○％と予測したとする。しかし実際の投票率は予測値よりA％高かったとしよう。するとなぜ高くなったのか、データを再解析してみて、ある地域における黒人の所得水準が全米平均より高く､その地域において投票率が高くなっていることが判明したりする。このような具合にさらなる調査や考察を刺激するきっかけとなる。

2 線形性の仮定も注意しなければならない。統計ソフトに任せきりにすると､どのようなデータを入れても､もっともらしい回帰線を引いてしまう。実際に散布図を書いて､仮説自体を考え直すことが常に重要である。

3 相関係数は、直線的関係とどの程度うまく一致しているかを示す数字に過ぎず､因果関係を示すものではなく、因果関係が存在しても相関係数が低い場合もある。

因果関係を考えるためには、パス解析や主成分分析などのテクニックが必要になってくる。

経路分析の例

	
	本人学歴（Y）
	本人職業（Z）

	父親職業（X）

本人学歴（Y）
	.476
	.364

.398
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=.131 本人職業に対する父親職業と

本人学歴に影響が拮抗している。
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